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相互行為の諸相を描き出すことであり、 H. ベッカー (Becker) のパースベクティプをもとにしてラ
ベリングという視点で少年犯罪・非行をめぐる社会的相互行為を見ていく。それはベッカーが「逸
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第 1 章は、文献に依拠しながら、代表的な先行研究者である H.ベッカーの議論について再検討
をおこなった学説研究である。逸脱行動の原因に特化した研究の危険性、逸脱の定義じたいが社
会的に形作られる公算を視野にいれた検討の必要性、アンダードッグの見地に立って初めて可視
化されるラベルの効果を見出すための方法、相互行為の多様な行為者に注目すべき必要性など、
本論文の方向を定める理論的見地、方法態度、分析枠組が提示されている。
第 2 章は、文書資料にもとづいて、日本における少年犯罪史に深く刻まれている永山事件につ
いて再解釈をおこなったものである。ラベリング論、役割理論の見地から捉え直しをおこない、
その見地の有効性を示している。
第 3 章は、フィールドワークを通じ、少年犯罪・非行を防止する目的で組織された「少年サポ
ートチームj の活動についての事例分析を試みたもので、学校教育によっては対処できない存在
という意図せざるラベルの発生という社会現象を取り出している。これはラベリング論にとって
新規な知見である。
第 4 章は、フィールドワークを通じて、子どもを犯罪から守る「子ども見守り隊」の活動につ
いての事例分析を試みたもので、善意に発する活動が児童の行動を規制してしまうアイロニーを
指摘している。これも新規な知見である。
第 5 章は、新聞報道のデータをもとに、不可解と見なされた少年犯罪と「発達障害」との関連
について展開された言説を明らかにし、それが事実上の効果としておこなった「切り離し手続き J
を取り出している。相互行為におけるメディア上の言説の介在を指摘した有意義な貢献となって
いる。
終章は、これらの知見を要約し、相互行為論の見地の意義を再説している。
以上要するに本論文は、相互行為論の視角を、必ずしも直に対面しているのではない状況に適
用し、そこに、人々の活動から生じる意図せざるラベルの効果やアイロニ一、マスメディア上の
言説の介在などを指摘したもので、逸脱をめぐる知識、言説、社交情報の分析にとって小さくな
い貢献を達成している。
よって、本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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